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1. 和裁構成学に平行し て行な う 和裁実習に当た っ

て，その縫製所要時間の観念については従来はただ漠然

とし たものであったが，実生活における能率化 を計るた

めに必 要な条件である。 そこで本学被服科の主な実習項

目である女物単衣長着，女物袷長着，女物袷羽織につい

て，あ らかじ め構成 学の課程におい て基礎理 論をよく理

解させながらl 枚 目を仕上 させたのち，休暇 を利用し て

2枚 目を実習し,   2枚 目の所要時 間を測定 させた。

2.　時間 の測定は縫製工程を（ａ）準備,   （b） 標 付，

(c）ぬい ，（d） くけ，（e） その他 に分類し，対象は単衣

長着（1 年夏期休暇129名），袷長着（1 年学年末休暇70

名）,袷羽織（２年夏期休暇m 名） とした。　ま た特に

縫製時間の遅速，技術の優劣に関しても標本 を抽出し統

計的 に解析し た。　　　　　　　　　　　　　　　　 ダ

3.　一般的 に技 術の優劣 と縫 製時間の速さの間には相

関関係 は認められない。し かし ，羽織 のぬい には技術の

ナぐれ たグル ープ は劣 ってい るグループ にくらべて多 く

の時間 七要し てい る。こ れは技 術のナ ぐれてい るもの程

丁寧に縫 うこ とを示してい る。以上和裁実習 を指導 する

に当 たり特に初心者 におい ては早 く仕上げ させ るとい う

速度を問題にする より乱 基礎 の技術に重点 をおいて丁

寧に仕上げる ように心がけ させる教育が必要である。特

にぬい の工程 の指導即ち，基礎運針は大切であ り，併 わ

せてくけを練習するこ とが技術面 を向上させる最 も必要

な条件である と思 われる。


